
　
　
　
第
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

の
こ
ご
を
云
ひ
梅
辻
勘
解
由
、
鋼
馬
儒
毘
岩
瀬
勘
挙
、
又

近
藤
重
氏
な
ざ
の
も
の
が
あ
る
こ
ご
前
に
言
ふ
だ
如
く
で

あ
る
e
近
藤
重
藏
に
つ
い
て
は
黄
葉
夕
陽
村
企
詩
に
牧
め

て
あ
る
「
得
近
藤
鱈
蝦
夷
書
却
寄
五
首
」
を
思
ひ
起
す
だ
こ

ろ
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
箪
　
二
　
號
　
　
　
一
コ
ご
一
　
（
二
五
山
ハ
）

　
か
や
う
に
し
て
、
さ
き
に
も
述
べ
た
、
如
く
に
、
茶
話

の
交
友
は
幽
く
、
茶
山
の
西
南
に
か
く
れ
て
み
た
ご
云
ふ

も
、
輩
ハ
見
開
知
見
の
叢
叢
に
早
い
も
の
で
め
つ
て
、
こ
れ

は
藤
山
藩
の
氣
風
な
ご
を
考
へ
る
上
に
於
て
も
駅
程
注
意

す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
ご
考
へ
た
の
で
あ
る
。

健

研
究
の
柔

縫
本
古
建
築
研
究
の
栞

（
第
二
同
）

工
學
博
士

天
　
　
沼

俊

一

　
　
第
四
懲

　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ
の
　
ぼ
ノ
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
ゆ
　
ゆ

　
柱
は
其
断
面
が
一
鳳
二
正
方
形
三
多
角
形
の
三
種
あ

る
。
　
う
の
　
　

　
一
二
柱
。
古
い
時
代
の
圓
独
は
遺
物
か
ら
見
る
ご
、
全

（

長
の
凡
そ
下
か
ら
三
分
の
一
位
の
駈
で
最
も
張
り
憎
し
て

居
る
。
此
の
張
り
出
し
を
「
肉
附
し
（
国
暮
霧
凶
し
。
）
ざ
い
ふ
Q
だ

か
ら
柱
は
徳
利
型
で
、
例
へ
ば
法
隆
寺
西
院
伽
藍
の
飛
鳥

時
代
の
建
築
の
柱
に
於
て
見
る
様
な
も
の
で
あ
る
。
此
の
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⑭
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陛
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第
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
口
本
古
建
築
研
究
の
栞
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y
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第
二
盤

肉
の
つ
き
様
は
時
代
が
降

る
に
從
て
漸
く
少
な
く
な

り
、
不
安
時
代
後
期
に
入

る
ご
最
早
な
い
。
第
六
圓

の
向
て
左
か
ら
五
本
は
飛

鳥
よ
り
不
安
前
期
に
至
る

各
時
代
の
柱
の
立
蕎
圏
で

あ
っ
て
、
左
の
二
つ
は
飛

鳥
、
第
三
は
奈
良
前
期
、

次
は
同
後
期
、
次
は
西
安

前
期
に
嵐
す
る
も
の
で
あ

る
。
圖
に
於
て
明
ら
か
な

涌…

闡
謗
O
番
目
迄
は
「
肉

附
」
が
甚
だ
著
明
で
あ
る

が
、
第
四
番
目
に
な
る
ご

初
め
の
三
つ
程
膨
ん
で
居
・

な
い
の
み
な
ら
す
、
最
も

「
三
三
　
（
ご
五
七
）



　
第
五
巻
　
　
研
究
の
業
　
　
口
慰
古
建
築
研
究
の
桑

弓
隻
の
芸
・
奮
濫
と
す
　
　
ア
…
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…
…
．
…
、
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コ
ご
四
　
（
二
五
八
）

膨
ん
だ
所
は
中
央
部
で
あ

る
Q
も
一
つ
時
代
が
降
る

ご
上
の
方
四
分
の
一
位
が

直
線
で
な
く
外
に
膨
ん
だ

曲
線
で
細
く
な
る
の
で
あ

る
が
、
併
し
此
等
は
上
代

に
於
け
る
数
の
少
な
い
現

存
の
建
物
に
就
て
の
槻
察

だ
か
ら
、
當
初
は
も
つ
蓬

異
っ
淀
種
類
も
在
っ
π
か

も
知
れ
な
い
、
從
て
・
今
記
、

し
た
通
り
の
順
序
に
な
っ

て
居
た
か
ご
う
か
勿
論
割

ら
な
い
が
、
逡
物
が
亡
く

な
つ
陀
三
段
か
ら
は
此
れ

以
上
の
三
三
は
不
可
能
で

あ
る
、
以
下
に
も
此
機
な



闘
定
を
記
す
が
総
て
同
…
榛
に
思
は
れ
聡
い
。

　
黍
安
時
代
後
期
か
ら
は
も
う
「
肉
垂
」
は
な
い
Q
鳳
鳳
堂

の
柱
は
其
一
例
で
め
る
が
、
此
れ
は
上
の
方
に
進
む
程
直

線
で
細
く
な
っ
て
居
る
、
時
代
が
降
る
に
從
て
漸
く
斯
様

に
攣
っ
て
來
た
の
で
、
勝
ち
融
く
初
め
の
徳
利
柱
は
だ
ん

ノ
～
に
肉
が
落
ち
鍵
化
し
日
本
化
し
、
遽
に
鳳
鳳
堂
の
柱

の
様
な
形
一
大
袈
裟
に
言
ふ
ご
鷹
面
の
小
さ
い
高
さ
の

非
常
に
高
い
樹
頭
圓
錐
髄
t
の
柱
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

　
然
る
に
鎌
倉
時
代
に
な
る
ご
一
種
の
楽
式
が
藤
宗
ご
共

に
支
那
か
ら
這
入
っ
て
來
た
。
飛
鳥
時
代
の
横
式
は
奈
良

時
代
に
唐
の
影
響
を
受
け
天
李
式
を
現
属
し
、
仁
安
前
期

に
於
い
て
は
密
敷
質
入
の
爲
め
に
叉
復
多
少
の
影
響
を
受

け
、
同
後
期
に
鞭
っ
て
遽
に
純
目
本
式
を
大
成
し
た
が
、

，
今
度
の
新
式
は
今
迄
在
っ
た
の
ざ
は
大
分
に
違
っ
て
居
る

つ
ま
り
曲
線
の
癒
用
が
非
常
に
多
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
ビ
コ
ウ
リ
マ
ウ
っ
ブ
シ
パ
ナ
　
タ
バ
サ
ミ

紘
過
々
に
…
説
…
明
す
る
が
例
へ
ば
海
一
老
虹
泌
峯
拳
畠
㌘
手
狡
等
盛

　
　
　
錺
　
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
口
本
古
建
築
研
究
の
栞

に
曲
線
を
入
れ
出
し
た
。
斯
様
な
式
を
我
々
に
は
「
か
ら

ヤ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ン
ヂ
ク
ヤ
ウ

様
」
ビ
群
へ
る
。
夫
れ
か
ら
叉
別
に
「
天
棲
蒸
慷
」
ざ
呼
ぶ
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
シ
ヒ
乎
屯
　
レ
ジ
リ
　
サ
ラ

も
此
時
代
に
楡
入
さ
れ
た
、
此
れ
は
挿
肘
木
・
斗
尻
に
皿

ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
カ
タ

斗
擬
ひ
の
一
種
の
繰
形
（
冨
。
巳
瓢
宮
σ
q
）
の
あ
る
斗
を
用
ひ
、

　
　
　
　
マ
ス

肘
木
上
の
斗
の
配
概
は
不
規
劃
な
の
が
多
い
。
京
都
府
宇

治
郡
醍
醐
村
醍
醐
…
寺
の
賢
宰
は
「
天
竺
様
し
の
好
例
で
め

る
（
癌
七
・
八
・
九
・
十
・
圃
謬
照
）
、
其
柱
は
第
山
守
圖
の
右
か
ら
四
番
目
に
示

し
た
標
に
上
の
方
よ
4
位
が
曲
線
形
に
細
く
な
っ
て
居

　
　
ワ
　
　
ヤ
ウ

る
。
「
和
様
」
の
建
築
に
於
け
る
圓
柱
は
此
時
代
は
大
概
下

か
ら
上
野
同
じ
太
さ
で
あ
る
，

　
室
町
時
代
に
な
る
ご
前
に
も
違
ぺ
だ
難
り
別
に
新
式
は

出
　
摩
す
に
前
時
代
の
様
式
を
踏
襲
し
だ
の
で
あ
る
。
同
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
ス

に
其
の
｝
例
こ
し
て
膚
か
ら
三
番
目
．
に
東
灘
寺
東
司
の
柱

が
あ
る
（
電
子
編
漉
音
響
舞
舞
総
蝿
震
禦
諜
陣

顧
永
の
再
麺
ご
す
べ
き
で
あ
る
。
束
司
も
様
式
手
法
が
全
く
三
門
ε
同
一
で

あ
る
か
ら
、
既
れ
も
臆
生
の
瓢
建
ビ
認
め
ら
れ
る
。
故
に
室
町
畦
代
ε
す
る

㊥
酬
姪
噛
）
此
れ
は
下
か
ら
上
帯
で
同
じ
大
さ
だ
が
、
上
部

に
近
く
急
劇
に
曲
線
形
に
挾
ま
っ
て
居
る
、
此
の
挾
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
一
三
五
　
（
二
五
九
）



　
　
　
嬢
五
巻
　
　
研
究
の
栞

第
七
圖
　
醍
醐
寺
経
藏
正
面

　
　
　
　
　
　
　
　
．
ー
コ
『
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒

口
氷
古
建
築
研
究
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栞

轡
目
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篤

第
八
圃

　
　
第
　
二
　
號
　
　
　
｝
一
二
志
ハ

醍
醐
寺
経
藏
横
断
画
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冶
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第
五
巻
　
　
班
究
の
栞
　
　
日
本
一
建
築
研
究
の
栞

　
　
　
　
　
　
チ
マ
ヰ
ガ
タ
　
　
　
　
　
　
チ
マ
キ

て
る
る
部
分
を
「
綜
形
」
普
通
「
綜
」
ご
い
ふ
。
唐
招
提
寺
金

堂
や
鳳
鳳
堂
の
柱
等
も
綜
が
あ
る
ど
い
へ
ば
い
へ
る
、
醍

醐
寺
纒
藏
の
漁
れ
は
大
里
に
長
い
綜
こ
も
言
へ
る
，
併
し
・

綜
が
著
し
く
な
る
の
は
鎌
倉
以
後
で
、
今
記
し
た
東
司
の

筆
画

凡

平
安
時
岱
，
活
蓮
魯
時

言
角
柱
断
面
圖
　
　
氏
糎

零
可
　
　
　
　
ム
マ

九
”
＝
四
費

…
…
鯉
θ
鞍
謬

！
：
…
・
－
卿
一
．

　
　
嶋

厭．

…
…
胆
「

㊥
苗
富
貴
寺
大
堂

駕飢
’本十
　　　輪

　雪院

誌
－
　
吻

t’㊥
轟
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
塀
　
二
　
號
　
　
　
一
一
二
八
　
　
（
二
六
二
）

　
は
勿
論
．
次
の
金
閣
や
酉
本
願
寺
唐
門
等
に
は
立
派
な
綜

　
が
あ
る
、
降
て
江
戸
時
代
の
建
物
に
は
間
々
上
方
に
寒
い

　
て
急
に
折
れ
た
忍
な
い
や
な
形
の
が
あ
る
。

　
　
以
上
説
明
し
た
蒲
…
り
同
じ
圓
柱
で
も
時
代
に
よ
っ
て
随

　
　
h
　
　
　
　
　
　
　
分
い
ろ
一
の
獣
化
が
あ
る
か

…
…
…
，
忌

　
　
～

㊤
函
雲
魁
庫
裳

　
　
…
　
　
　
　
｝

　
…
唖
，
　
　
　
　
　
　
＼

㊥

認
…
　
一
東
大
寺

㊥
試
伽
蓬

・
1
！
志
i
一
…
一

＠．．一一．一“s

縫

函
し
父
さ
の
比
鮫
圖

屡

翻
㊧
…

ら
、
其
墾
遷
を
知
っ
て
櫃
か
な

け
れ
ば
研
究
は
山
ハ
つ
か
一
し
い
Q

　
ヨ
ノ
ゆ
　
　

　
二
方
柱
。
正
方
形
の
柱
は
な

い
の
で
必
ず
太
い
か
紬
い
か

メ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ン

「
面
」
が
取
っ
て
あ
る
0
「
面
」
ご

は
隅
切
b
に
な
っ
て
み
る
所
を

指
す
の
で
、
「
面
」
を
つ
く
る
事

を
「
面
を
取
る
」
ビ
い
ふ
方
柱
の

用
ひ
て
あ
る
一
番
古
い
建
築
は

不
安
後
期
の
も
の
で
、
以
降
各

時
代
に
皆
あ
る
。
第
十
一
泌
に

八
種
の
例
を
暴
げ
て
置
た
が
、
L



　
　
　
　
　
　
　
　
　
魅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ダ
ゥ

○
は
鳳
鳳
堂
、
㊥
は
豊
後
富
貴
寺
大
堂
（
大
分
縣
西
國
東
田
田
寒
村
大
字
蕗
所
在
）

の
登
れ
で
。
共
に
可
な
り
大
き
な
面
で
あ
る
、
㊤
・
⑳
は
鎌

倉
、
⑳
・
㊨
は
室
町
、
㊨
は
桃
山
、
⑪
は
江
戸
時
代
の
諸
掛
で

あ
る
。
此
れ
等
は
軍
に
各
時
代
一
つ
づ
＼
の
例
で
は
あ
る

が
、
左
下
の
同
じ
尺
度
に
か
い
た
比
較
圖
に
就
て
見
る
ご

時
代
の
推
移
に
よ
る
面
の
大
さ
の
鍵
化
が
大
膿
割
る
、
部

ち
時
代
が
経
る
に
從
て
面
の
巾
は
漸
く
狡
く
な
る
の
で
あ

る
○
　
面
巾
は
新
し
い
時
代
の
建
築
で
は
「
十
面
取
」
ご
か
「
七

面
取
」
ご
か
い
ふ
罰
出
し
の
方
法
が
あ
る
。
「
十
面
取
」
ご

は
面
の
見
付
が
柱
早
落
の
大
さ
の
凡
そ
一
一
1
4
に
す
る
事

で
、
「
七
面
取
」
は
凡
そ
主
1
0
で
あ
る
、
其
「
十
面
取
」
を

仁
座
分
に
し
た
も
の
帥
ち
凡
そ
柱
巾
の
■
2
8
の
も
の
を

霊
厘
面
取
」
と
い
《
灘
獲
僻
）
。
第
七
圖
で
見
る
ご
㊨

は
「
七
面
取
」
よ
り
少
し
小
さ
く
、
⑳
は
面
巾
が
僅
に
三
分

だ
か
ら
「
十
面
取
」
よ
り
小
さ
く
「
五
厘
面
取
」
よ
り
大
き

い
事
に
な
る
。

　
　
　
第
五
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
ほ
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
　
　
　
　
　
　
　
キ
リ
メ
ン
　
　
　
　
　
　
　
キ
チ
ヤ
ウ
メ
ン
　
　
カ
ラ
ト
　
　
メ
ン

　
面
は
以
上
記
し
た
「
切
面
」
の
外
、
「
几
帳
面
」
唐
戸
面
」

等
が
あ
る
、
前
者
は
多
く
桃
山
江
戸
時
代
の
建
物
の
柱
等

に
用
ひ
ら
れ
て
る
る
、
第
六
圓
の
最
右
端
西
本
願
寺
唐
門

の
柱
に
は
此
種
の
面
が
取
っ
て
あ
る
、
後
者
は
唐
戸
の
男

芸
に
用
ひ
ら
る
・
も
の
で
あ
る
。

　
ラ
　
の
　
　
　
の

　
三
多
角
柱
。
多
角
こ
い
っ
て
も
多
く
は
八
角
形
で
重
に

写
角
学
堂
に
用
ひ
ら
れ
て
居
b
、
奈
良
時
代
後
期
の
建
築

か
ら
既
に
あ
る
。
大
和
五
條
町
附
近
に
あ
る
榮
山
寺
八
角

至
正
の
夫
れ
は
其
一
例
で
、
法
隆
寺
夢
殿
・
興
嫁
取
北
圓

三
等
の
夫
れ
は
何
れ
も
八
角
形
で
あ
る
、
是
等
は
元
來
建

物
が
八
角
形
だ
か
ら
埋
れ
に
相
癒
す
る
様
に
柱
も
自
然
八

角
に
し
だ
の
で
あ
る
。

　
附
。
礎
盤
。
鎌
倉
時
代
以
降
柱
が
礎
石
ビ
接
す
る
所
に

「
礎
盤
」
ご
い
ふ
も
の
を
入
れ
る
場
合
が
あ
る
、
第
六
圖
の

右
端
の
柱
の
下
に
か
い
て
あ
る
一
種
の
形
式
の
も
の
が
帥
，

ち
夫
れ
で
あ
る
。
中
村
工
學
博
士
は
此
の
形
の
も
の
を
根

石
又
は
沓
石
、
其
下
に
あ
る
薄
き
盤
（
礎
石
の
一
都
か
）
を
礎
盤
ご
呼

　
　
　
　
　
　
麓
躍
ご
懸
口
　
　
漏
瓢
一
九
　
　
（
二
山
ハ
一
二
）



　
　
　
第
五
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
莚
築
研
究
の
栞

ん
で
居
ら
れ
る
、
此
方
が
如
何
に
も
適
當
ご
思
は
れ
る
が

普
池
下
記
し
た
形
の
も
の
を
礎
盤
こ
い
ひ
一
般
に
馴
れ
で

通
用
し
て
居
る
か
ら
、
今
は
矢
張
從
來
の
名
鵬
に
從
っ
て

お
く
。
倦
て
此
の
「
礎
盤
」
は
石
か
ら
出
家
て
る
る
事
も
あ

b
木
の
場
合
も
あ
る
か
ら
、
愚
な
ら
礎
石
の
…
部
ご
見
ら

れ
、
木
な
ら
柱
下
端
の
雪
形
即
ち
ペ
ー
ス
（
σ
p
。
。
o
）
ビ
見
ら

れ
る
、
兎
に
角
此
機
式
の
も
の
は
鎌
倉
時
代
以
前
に
な
い

宋
式
だ
か
ら
、
必
ず
「
か
ら
様
」
で
あ
る
べ
、
き
で
あ
る
、
然

る
に
江
戸
時
代
に
な
る
ご
此
れ
に
も
和
機
か
ら
機
が
出
來

る
が
、
夫
れ
は
無
理
に
作
っ
て
勝
手
に
名
を
つ
け
た
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

　
礎
盤
を
説
っ
て
ソ
；
バ
ン
ご
獲
麟
し
「
双
盤
≒
草
叢
」
等

あ
て
字
を
し
て
あ
る
、
「
双
盤
」
で
は
無
意
味
で
あ
り
「
草

盤
」
に
至
っ
て
は
金
く
何
だ
か
謬
が
分
ら
な
い
。

　
　
　
第
乱
言
　
　
　
排

　
　
　
　
　
　
マ
ス
グ
こ
　
　
　
ク
ミ
モ
ノ

　
斗
撲
は
普
蓮
「
斗
組
」
・
「
組
物
し
等
ε
呼
び
、
建
物
の
軒

　
　
　
　
　
　
ト
　
グ
ミ

叉
は
内
部
天
非
に
近
く
あ
る
細
長
い
木
ご
四
角
な
木
ε
紅

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
號
　
　
　
一
㎞
四
（
）
　
（
二
山
ハ
四
）

み
合
せ
た
も
の
を
い
ふ
の
で
、
全
膿
こ
し
て
は
一
種
の

　
モ
チ
テ
ク

「
持
細
り
し
（
O
o
コ
も
。
戸
篇
託
σ
簿
。
一
お
梓
）
で
あ
る
、
細
長
．
い
木
を

　
ヒ
ヂ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス

「
肘
木
」
、
四
角
な
木
を
「
斗
」
ざ
い
ふ
、
先
づ
肘
木
か
ら
記

す
　
ラ
な
　
の

　
　
一
髪
木
。
肘
木
は
上
方
の
荷
重
を
支
へ
る
爲
め
の
横
木

　
（
で
、
襟
式
か
ら
分
類
す
る
ε
先
づ
次
の
三
種
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
ィ
雲
肘
木
。
・
肘
木
。
ハ
花
肘
木
。

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

其
用
途
か
ら
い
ふ
ご

　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
サ
シ

　
　
ト
お
ノ

　
㈲
遮
肘
木
（
同
趣
雛
型
矧
部
脚
綱
）
。
偽
挿
肘
木
（
離
加
俸
離
硝
揮

％
も
）
。
筆
石
炎
に
雨
雪
雄
角
）
。
㈲
欝
木
（
讐

　
謙
霧
離
謄
甜
艦
欝
鍔
邑
。
㈱
鶏
肘
炎
隷

　
楚
瓢
続
雛
騰
驚
焚
蒲
鶏
薇
都
雄
紹
禰
）

の
五
種
類
あ
る
。
第
十
二
圖
及
び
第
十
八
圖
に
此
等
が
圓

示
し
て
あ
る
。
併
し
圖
で
は
中
々
分
り
に
く
い
か
ら
、
散

歩
の
序
に
通
り
が
、
り
の
宮
が
寺
へ
よ
っ
て
軒
の
組
物
で

研
究
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
ゆ
　
　
　
ゆ

　
雲
肝
木
は
其
輪
廓
…
が
雲
形
で
あ
る
か
ら
で
、
法
隆
寺
・



鐸∫；
e
法
兼
愛

　
蓼
肝

）爵（蹴
㊥
法
隆
を
冬
春

　
　
　
」

嚇
．
太

③
」
」
”

響工
藤

」
〕

篤”

課
．
鍔

箏
r
一
翻

各
鷺
冷
於
慧
三
舞

蓉
塾
則
多
知
了
虜

H

訓m9

第
1
巷
　
　
研
究
の
栞

阻 XtT

二尋劉＝
　婁

璽
蒸
堂
「

　
　
　
｝

k十

＼
「
緊

日
、
高
古
建
築
研
究
の
栞

　
㊤
安
馨
層
塔

法
超
寺
・
法
輪
寺
等
の
堂
塔
に
於
い
て
．

見
る
事
が
田
來
る
Q
第
十
二
圖
の
θ
は

法
隆
寺
金
堂
の
で
輪
廓
に
沿
う
て
簡
輩

な
彫
刻
が
あ
る
、
中
門
・
五
重
塔
及
び

法
処
寺
法
輪
寺
の
三
重
塔
の
鳴
れ
に
は

此
の
彫
刻
が
な
い
。
㊥
は
木
，
口
を
垂
薩
・

に
切
ら
す
に
少
し
く
外
方
に
轡
．
生
し
た

面
で
切
b
、
、
殊
に
肘
木
下
端
の
曲
線
ε

交
、
る
駈
で
急
に
曲
傘
を
墾
へ
て
強
く
し

て
あ
る
か
ら
、
非
常
に
カ
が
籠
っ
て
居
，

り
上
，
の
荷
重
を
易
々
ご
受
け
て
居
る
様

に
見
え
右
、
此
式
は
法
隆
寺
金
堂
猫
特

で
他
に
例
を
見
な
い
。
㊤
か
ら
㊧
迄
は

下
端
の
曲
線
が
圓
の
∴
部
「
で
な
く
牛
島

線
又
は
双
曲
線
の
標
な
形
で
あ
る
Q

　
此
麩
で
注
意
す
べ
き
は
e
ご
㊧
の
肘

や木
の
下
端
に
、
僅
に
繰
が
出
し
た
簿
い

第
二
銭
　
一
四
一
（
二
六
鉱
）



　
　
　
第
五
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

添
へ
物
の
あ
る
事
で
、
此
れ
は
何
の
爲
め
に
あ
る
か
ご
い

ふ
ご
、
少
し
も
實
用
に
は
な
っ
て
居
な
い
か
ら
、
軍
に
装

飾
ご
鍍
て
幾
分
か
肘
木
を
力
強
く
見
せ
る
睦
め
で
あ
る
。

㊤
は
實
物
に
於
い
て
少
し
注
意
す
れ
ば
見
え
る
が
、
θ
の

は
木
が
古
び
て
居
る
せ
い
も
多
少
あ
ら
う
が
、
偉
く
近
く

へ
よ
っ
て
氣
を
つ
け
な
け
れ
ば
分
ら
な
い
程
薄
い
か
ら
、

常
初
に
於
い
て
も
鞘
堂
な
蘇
さ
で
は
在
っ
て
も
無
く
て
も

同
じ
標
な
も
の
で
あ
る
が
、
兎
に
角
斯
様
な
添
へ
物
を
肘

木
に
つ
け
る
ぬ
串
は
飛
鳥
よ
り
奈
良
乱
別
期
迄
あ
っ
て
其
後
跡

を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
ご
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　
㊨
は
肘
木
の
下
端
に
沼
う
て
面
が
取
っ
て
あ
る
。
虹
梁

や
桁
の
面
取
り
は
奈
良
後
期
か
ら
あ
る
が
、
肘
木
の
面
は

不
安
後
期
に
於
い
て
初
め
て
見
る
の
で
、
鳳
鳳
堂
許
り
で

な
く
嚢
に
記
し
た
富
貴
寺
大
匙
の
止
れ
の
如
き
も
同
標
で

此
れ
も
亦
方
柱
の
面
ご
同
じ
く
時
代
の
降
る
に
從
ひ
漸
く

而
頃
は
細
く
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
㊨
に
な
る
ご
下
端
の
曲
線
は
圓
の
一
部
か
ら
毘
來
て
居

　
　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
一
四
一
二
　
　
（
二
山
ハ
晶
ハ
）

る
、
圓
の
一
部
撃
ち
縄
墨
は
夫
れ
に
近
い
曲
線
が
用
ひ
ら

れ
る
の
は
鎌
倉
以
後
に
限
る
の
で
、
斯
機
な
形
の
を
「
か

ら
標
」
ご
呼
び
、
此
に
封
し
て
以
前
か
ら
あ
る
形
の
を
・

「
和
様
」
ご
呼
ん
で
居
る
．
．

　
⑳
は
異
形
肘
木
の
一
例
ビ
し
て
示
し
た
の
で
時
代
は
鎌

倉
、
⑳
は
室
町
で
①
は
桃
山
で
あ
る
、
㊤
の
は
木
口
ご
下

端
ご
が
量
れ
ノ
＼
垂
垂
及
び
水
爆
線
よ
り
成
う
、
其
出
合

ふ
所
の
曲
線
は
弧
で
あ
る
、
戦
機
な
の
は
圖
で
見
て
も
實

物
で
見
て
も
爾
端
が
下
っ
た
様
で
、
形
は
甚
だ
宜
し
く
な

い
Q
新
し
い
時
代
に
な
る
ご
総
て
木
割
法
こ
い
ふ
規
期
の

襟
な
も
の
が
出
盛
て
し
ま
ひ
、
絡
て
此
規
剛
に
當
て
候
め

此
面
立
を
無
親
し
て
自
由
な
意
匠
を
す
る
ざ
建
築
を
全
然
．

知
ら
な
い
様
に
悪
口
を
言
ふ
、
だ
か
ら
脇
付
う
ま
い
建
築

は
出
來
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
其
木
割
な
る
も
の
は
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス

何
に
馬
鹿
氣
た
も
の
で
あ
る
か
は
、
斗
の
説
明
を
し
た
後

に
此
㊤
に
就
て
少
し
く
記
し
て
見
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ

　
第
十
三
圖
に
は
花
肘
木
を
九
種
揚
げ
た
、
花
肘
木
ご
は
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肘
木
の
下
端
が
滑
か
な
る

曲
線
か
ら
出
來
て
居
ら
す

に
、
す
つ
ご
複
…
雑
な
い
ろ

一
の
曲
線
の
集
つ
だ
も

の
か
ら
成
っ
て
居
る
も
の

で
、
…
此
等
も
鎌
倉
以
前
に

な
い
形
式
だ
か
ら
「
か
ら

機
」
の
肘
木
や
斗
ご
同
じ

く
、
若
し
建
造
物
に
高
楼

な
形
の
も
の
が
用
ひ
ら
れ

で
あ
っ
た
ら
、
少
な
く
こ

も
夫
れ
等
丈
け
は
鎌
倉
よ

り
士
口
い
事
は
な
い
の
で
、

其
上
池
の
部
分
も
よ
く
調

査
し
皆
同
時
代
ε
認
定
し

得
た
ら
建
物
全
膿
鎌
倉
以

後
こ
い
へ
る
の
で
あ
る
。

一
因
［
三
　
　
（
二
山
ハ
七
）



第
・
五
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
宵
難
築
研
究
の
栞

書
志
圖
圭
友
び
菊
千
冠
斗
）
の
圖

θ
法
要
墨
堂
上
壕
（
般
囎
篶
嘩
し
）
．

e
唐
門
堤
寺
全
堂
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乱
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堂
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㊧
荒
見
神
蒙
殿
㊤
江
一
爆
門
琢
一
斗

⑪
江
一
豪
皿
忌
門
大
一
十

⑳
唐
増
置
寺
金
堂
菊
斗
⑤
渉
襲
・

　
の
菊
斗
の
割
き
回
す
圖
　
　
、
　
ん
・
丁
＝
・
⑧

（
二
六
入
）

　
　
の

　
二
野
。
斗
に
は

　
（
左
の
数
種
あ
る
。

　
　
メ
タ
イ
ト
　
　
　
　
ノ

　
　
ィ
大
斗
。
ロ

　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
ギ
キ
ト
　
　
　
　
　
ホ
ウ

　
　
懇
斗
及
び
方

　
　
ト
　
　
　
あ
ク
モ
ト

　
　
斗
。
ハ
雲
斗

　
　
一
渉
賢

　
　
　
二
世
斗
。

　
⑭
馴
、

　
大
斗
ご
は
柱
の

上
に
直
に
乗
っ
て

　
　
　
　
　
マ
ス

居
る
大
き
な
斗
で

第
歳
圖
の
鳳
嵐
堂

や
東
司
に
柱
の
上

に
あ
る
種
類
を
指

し
て
い
ふ
、
即
ち

西
洋
建
築
の
柱
の

キ
ヤ
．
ピ
タ
ル
（
∩
9
一

℃㎞

�
j
　
に
相
濁
す

る
部
一
分
で
あ
る
Q

9



此
も
時
代
に
よ
っ
て
随
分
形
は
異
な
っ
て
居
り
、
且
つ
時

代
に
よ
っ
て
定
ま
っ
た
標
…
準
は
な
い
が
、
巾
さ
ご
高
さ
ご

の
比
は
認
る
程
度
迄
墾
考
に
な
る
、
夫
れ
で
第
十
四
圖
の

θ
か
ら
⑳
逡
に
各
時
代
の
大
斗
を
圖
示
し
た
が
、
分
り
易

く
す
る
爲
め
ル
尤
づ
斗
の
軍
面
の
縦
横
を
五
つ
づ
、
に
等
分

し
総
計
二
十
五
の
小
正
方
形
に
分
ち
、
立
面
の
横
は
勿
論

李
面
ざ
同
じ
く
五
つ
、
縦
は
横
の
i
万
の
の
長
さ
を
以
て

斗
の
高
さ
に
關
せ
す
三
つ
又
は
四
つ
に
魑
切
り
、
斗
の
立

面
が
全
く
内
に
含
ま
る
、
楼
十
五
乃
至
二
十
の
小
正
方
形

を
か
い
て
見
る
、
さ
う
す
る
ご
斗
の
巾
さ
ご
高
さ
ご
の
比

が
分
り
易
く
な
る
。
発
露
は
其
比
を
見
る
警
め
に
作
っ
た

も
の
で
、
此
も
各
時
代
の
澤
山
の
實
例
か
ら
李
均
数
を
ご

る
除
裕
が
無
か
っ
た
か
ら
、
僅
に
各
晴
代
一
つ
づ
、
を
示

、
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

　
個
に
於
い
て
0
は
飛
鳥
、
◎
は
奈
良
、
◎
は
軍
安
、
⑳

は
鎌
倉
、
＠
は
室
町
、
㊨
は
桃
山
、
㊨
・
⑳
は
江
戸
時
代

の
で
め
る
。
θ
は
大
斗
の
み
考
へ
る
ご
高
さ
は
割
合
に
低
■

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
雑
本
古
建
築
研
究
の
栞

い
が
、
下
に
蒲
…
い
板
が
つ
い
て
居
る
Q
此
板
は
大
斗
か
ら

繰
り
出
し
て
あ
る
の
だ
か
ら
無
論
其
の
一
部
勢
で
あ
る
が

　
　
サ
ラ
ト

別
に
「
皿
斗
」
こ
い
ふ
名
器
が
つ
い
て
居
る
、
皿
斗
附
大
斗

は
飛
鳥
時
代
以
後
長
く
跡
を
絶
っ
て
し
ま
う
。
尤
も
鎌
倉

以
降
は
醍
醐
寺
経
藏
の
斗
に
於
い
て
見
る
様
な
形
の
は
あ

る
が
、
此
は
琴
線
の
曲
線
を
下
端
に
近
く
曲
げ
て
先
の
方

を
直
線
に
し
た
こ
見
る
方
が
適
當
で
、
殊
更
「
皿
了
し
ご
い

ふ
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
ご
思
ふ
。
だ
が
鎌
倉
末
期
に
な
る

ご
此
際
線
の
部
分
が
一
種
の
皿
二
様
の
も
の
に
空
費
す
る

変
れ
が
嚢
達
し
て
逡
に
江
戸
式
の
皿
斗
嫌
の
も
の
が
つ
い

た
斗
に
な
る
が
、
此
の
種
の
皿
斗
は
飛
鳥
時
代
の
皿
斗
の

系
統
で
な
く
て
。
全
く
宋
式
建
築
に
於
け
る
斗
繰
の
手
法

の
系
統
ご
見
る
べ
き
で
あ
る
Q
併
し
今
測
に
適
當
な
名
も

思
ひ
っ
か
な
い
し
、
皿
斗
で
麺
用
し
て
居
る
か
ら
有
れ
に

從
っ
て
お
く
。
⑳
に
江
戸
時
代
の
皿
斗
附
大
斗
を
描
い
て

お
い
た
か
ら
、
順
序
は
少
し
狂
ふ
が
次
に
説
明
を
す
る
。

　
先
づ
羅
面
を
例
の
如
く
縦
横
こ
も
五
等
分
し
二
十
五
の

　
　
　
　
　
　
第
＝
　
肺
酬
　
　
　
一
圃
一
五
　
　
（
ご
山
巡
九
）



　
　
　
　
第
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
口
本
縄
建
築
研
究
の
栞

　
小
正
方
形
を
作
る
、
そ
し
て
総
巾
の
3
了
を
大
斗
及
び

　
　
　
　
ト
ジ
リ

　
皿
斗
の
「
斗
尻
」
の
巾
並
に
大
斗
の
高
さ
ざ
す
る
（
愈
印
）
、

　
総
巾
を
三
等
分
し
（
証
印
）
其
一
つ
が
肘
木
の
巾
に
な
る
、

　
大
斗
の
高
さ
即
ち
A
印
を
五
等
分
し
下
の
二
つ
を
「
尊
卑
」

　
の
高
さ
ご
す
る
、
　
影
画
の
高
さ
は
総
巾
の
一
」
3
（
最
下
）
、

．
顧
れ
を
更
に
五
等
分
し
上
の
二
つ
届
け
の
厚
さ
は
外
に
膨

　
ら
ま
せ
下
の
三
つ
は
内
に
凹
ま
す
、
さ
う
す
る
ご
⑳
が
出

　
來
る
が
随
分
思
ひ
切
っ
た
ま
つ
い
形
で
あ
る
。
此
れ
を
θ

　
ど
比
べ
る
ご
何
れ
が
い
y
か
は
漁
れ
に
で
も
分
る
。
新
築

　
の
お
嘗
等
へ
行
っ
て
見
る
ご
向
舞
柱
の
上
に
よ
く
此
種
の

　
斗
が
用
ひ
て
あ
る
。

　
　
◎
か
ら
㊨
迄
は
各
時
代
一
つ
づ
、
の
例
で
あ
る
か
ら
、

　
聰
て
が
此
通
り
ご
は
行
か
な
い
が
、
こ
れ
で
大
膣
の
見
當

　
は
っ
く
ご
思
ふ
。
㊨
は
江
戸
時
代
「
か
ら
早
し
大
斗
の
木
割

　
法
に
よ
る
割
り
出
し
方
で
、
高
さ
及
び
斗
尻
の
巾
は
其
一

　
邊
の
長
さ
の
3
了
に
し
て
あ
る
。

　
　
無
論
大
斗
は
常
に
李
面
は
正
方
形
不
、
め
る
が
、
時
ご
し

　
　
　
　
　
　
　
轄
甲
ご
　
號
　
　
　
｝
四
六
　
　
（
二
七
∩
、
）

て
は
八
角
形
や
圓
形
の
も
あ
る
。
八
角
形
の
は
萬
霊
寺
愛

染
堂
（
京
都
市
東
輻
寺
境
内
駈
在
、
へ
角
角
堂
、
軍
暦
、
鎌
倉
時
代
。
）
の
八
角
柱
の
上
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
ス
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ヘ
ィ

圓
形
の
は
束
輻
寺
三
門
上
下
暦
及
び
同
寺
東
司
の
「
大
瓶

ヅ
カ

束
」
（
大
瓶
束
の
説
明
ば
後
に
詑
す
）
の
上
に
あ
る
。

　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　

　
憲
斗
・
方
斗
。
大
斗
の
上
に
肘
木
が
乗
り
其
琳
木
の
上

に
は
普
通
三
つ
の
小
形
の
斗
が
並
ん
で
居
る
（
第
十
二
圃
参
照
）
此
小

　
　
マ
ス
　
　
　
マ
キ
ト

形
の
斗
を
「
巻
斗
」
こ
い
ひ
多
少
長
方
形
で
あ
る
。
肘
木
が

直
角
に
交
叉
し
て
み
る
場
舎
に
は
自
然
五
つ
の
窓
斗
が
あ

る
が
、
中
央
師
ち
交
叉
黙
の
は
正
方
形
で
あ
る
、
此
れ
を

れ
ウ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ツ
ド

「
方
斗
」
こ
い
ふ
、
故
に
三
立
枠
肘
木
の
上
に
は
懇
鼻
面
っ

ご
方
斗
一
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
懇
斗
ど
方
斗
ご

は
同
じ
も
の
で
、
た
“
心
あ
る
位
置
に
よ
り
名
前
が
違
ふ

丈
け
で
あ
る
ε
思
っ
て
差
支
な
い
、
此
れ
も
大
斗
ざ
同
じ

く
時
代
が
下
る
に
從
て
背
が
低
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

　
第
十
五
圖
に
於
い
て
θ
は
飛
鳥
、
㊥
・
㊧
は
奈
良
、
⑭

は
李
安
前
期
、
㊤
は
同
後
期
、
㊨
・
㊨
は
鎌
倉
、
⑳
・
⑳
は

室
町
、
①
・
㊤
は
桃
山
、
㊧
は
江
戸
時
代
の
で
あ
る
。
、
右
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麓
叩
玉
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
粟

の
内
θ
・
◎
・
㊥
・
㊧
は
高
さ
が
巾
の
4
下
。
㊧
は
當
麻
寺

西
塔
（
三
重
塔
婆
奈
良
時
代
後
期
）
に
あ
る
澤
山
の
斗
の
内
、
杏
で
高

さ
ご
巾
ご
が
全
く
同
一
の
も
の
で
、
斯
様
な
比
例
の
も
存

在
す
る
事
が
分
る
宥
め
に
掲
げ
た
が
、
勿
論
斗
ε
し
て
は

高
富
ぎ
て
形
は
決
し
て
よ
く
な
い
、
此
れ
は
特
別
の
例
で

あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
ご
曇
に
も
一
寸
記
し
た
通
り
外

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ラ
ト

國
の
影
響
を
受
け
て
斑
斗
擬
ひ
の
よ
う
な
も
の
＼
あ
る
㊨

の
楼
な
の
が
幽
摩
た
。
降
て
江
戸
時
代
に
は
例
に
よ
b
木

割
で
き
め
ら
れ
3
了
の
比
例
こ
な
る
。
其
他
中
等
各
時

代
の
割
合
は
煩
は
し
い
か
ら
一
々
記
さ
な
い
故
圖
に
就
て

見
ら
れ
度
い
，

　
ユ
州
　
＼
つ
／
　
　
　
　
　
　
尤
も
江
戸
時
代
の
斗
の

　
割
　
＼
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
」
》

　
猶
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
．

＾
滞

劇
画
、
’

±
八．
葵

s“一一

’nvww“’ V‘r一

一
平
二

比
は
尊
爵
か
ら
楼
で
異
な

る
Q
叉
此
時
代
に
は
「
五

角
綱
の
斗
」
こ
い
っ
て
正

五
角
形
を
基
礎
ビ
し
て
割

り
出
す
法
が
あ
る
、
墾
考

　
　
　
　
　
　
　
錐
二
號
　
　
一
四
八
　
（
二
七
二
）

の
爲
め
此
所
に
圖
示
し
て
扱
い
た
が
、
此
模
な
…
幾
何
學
的

方
法
で
割
り
出
し
π
の
は
元
よ
b
完
美
な
も
の
ご
は
言
へ

な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ツ

　
裏
芸
で
肘
木
の
説
朋
の
内
に
一
寸
記
し
た
「
か
ら
左
門

茜
六
の
型
（
第
卜
二
翻
の
㊤
参
照
）
愚
如
何
な
房
法
で
あ
る
か

を
記
し
て
見
る
。

　
　
　
　
割
方
法
式

　
柱
　
　
　
大
斗
ノ
八
分

　
ダ
イ
ト

　
大
斗
　
　
．
巾
柱
穫
ノ
四
分
ノ
五
、
セ
イ
ゆ
ノ
六
分

　
　
　
　
　
巾
・
ヲ
十
等
　
分
シ
セ
イ
ヲ
五
瓜
刀
シ
　
（
即
チ
ム
ハ
四

　
　
　
　
　
ノ
割
一
）
上
ニ
ッ
ヲ
肘
木
カ
キ
・
甲
一
ヲ
ク
・
ミ

九ぢ實業窟枠3
桁湖算斗1’肘茎
　　ウ木ギ　木；1：

下
駄
ッ
ヲ
ト
ク
リ
ト
ス

巾
大
斗
ノ
三
分
ノ
一
、
セ
イ
綱
島
増
。

巾
大
斗
ノ
今
山
ハ
一
分
置
　
セ
イ
由
甲
ノ
山
ハ
直
刀
。

枠
肘
木
ノ
下
バ
四
方
。

由
タ
ル
キ
下
バ
ト
三
川
キ
セ
イ
ト
ノ
和
。

セ
イ
巾
二
一
笠
2
一
7
分
ノ
ー
ヲ
加
岬
ヘ
タ
ル
モ
ノ
o



種急
　　キ

隅で

木：v

下
バ
懇
斗
南
ノ
十
六
分
ノ
五
、
セ
イ
下
バ
ニ

ニ
囎
平
壌
、
ヒ
小
…
…
隅
ハ
セ
イ
ニ
臆
守
シ
O

　
但
シ
一
枝
ト
ハ
タ
ル
キ
下
川
一
本
ト
ア
キ

　
小
間
ト
ノ
和
ヲ
唱
フ
。

ハ
種
四
本
ノ
割

そ
こ
で
假
に
一
枝
七
寸
ご
定
め
る
ご

樫怒
斗

ご
い
ふ
寸
法
に
な
る
、

る
が
何
厘
何
毛
迄
算
出
し
て
見
た
所
で
、

當
て
は
役
に
立
π
な
い
。
江
β
時
代
で
も
元
隷
以
前
の
も

の
殊
に
寛
永
慶
安
頃
迄
の
は
、
桃
山
時
代
の
除
影
が
あ
り

中
々
よ
ろ
し
い
が
、
新
し
く
な
る
ご
一
定
し
て
居
る
の
で

全
く
の
転
入
に
も
直
ぐ
に
割
断
が
つ
く
。

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
B
本
瓦
建
築
研
究
の
梨

セ
イ
三
寸
八
分
．
一
厘
上
毛
、
下
物
三
寸
一
分
八

厘
一
毛
Q

・
巾
一
尺
〇
一
分
八
厘
一
毛
、
木
口
九
寸
二
分
五

厘
五
毛
。

セ
イ
↓
ハ
寸
（
巾
二
↓
ひ
糊
精
ト
ル
）
。

　
　
　
　
　
さ
す
が
に
高
さ
は
六
寸
に
し
て
あ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
實
際
の
施
工
に

　
建
物
の
隅
行
に
は
よ
く
悲
斗
を
長
く
し
た
形
の
斗
が
用

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ビ
ト

ひ
て
あ
る
、
こ
れ
を
「
延
斗
」
ε
い
ふ
。
細
れ
か
ら
多
寳
塔

・
の
上
暦
の
指
肘
木
の
上
に
在
る
斗
は
、
四
隅
の
も
の
を
除

く
他
は
其
黍
面
が
心
行
四
邊
形
で
あ
る
、
多
寳
塔
の
上
暦

は
季
面
が
圓
形
で
あ
る
か
ら
、
自
然
斯
楼
な
形
に
な
る
の

で
あ
る
。

　
大
斗
で
も
湯
玉
で
も
下
端
に
近
く
曲
線
形
に
皆
劇
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
グ
リ

み
る
が
、
覚
ハ
の
馴
っ
て
あ
る
部
一
分
を
「
斗
等
し
ご
い
ふ
。
斗

繰
の
曲
線
の
形
も
膝
蓋
に
よ
っ
て
随
分
異
な
っ
て
居
る
、

第
十
四
・
第
十
五
圖
は
小
さ
い
か
ら
曲
線
の
工
含
は
鋼
ら

な
い
が
、
夫
れ
で
も
飛
鳥
ご
江
月
ざ
は
随
分
の
差
が
見
え

る
、
そ
し
て
江
芦
時
代
に
な
る
ご
、
此
曲
線
は
矢
張
圓
の

一
部
に
な
る
。

奈
良
時
代
前
期
に
属
す
る
海
龍
王
寺
五
重
小
広
（
防
毒

聯
額
僻
灘
雛
購
咳
）
の
大
斗
及
び
聡
斗
は
、
此
圏
の
通

り
斗
尻
其
他
に
墨
で
縦
横
に
線
が
引
い
て
あ
る
Q
寺
塔
は

元
來
が
小
さ
な
工
藝
品
だ
か
ら
從
て
壁
付
の
大
斗
も
半
分

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
四
九
　
（
二
七
三
）



第
玉
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

第十七圖鹸琶一
五篁中婚斗及び射来

yhit　t　t
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初
董
大
斗
立
面
　
同
平
面
（
斗
量
り
見
ε

半
戴
斗
爾
鷲
野
、
）
秤
架
薔
牛
平
面
牟
辱
見
菖

ヨ旺i

で
貼
り
つ
け
に
な
っ
て
居
る
が
、
大
斗
審
斗
の
割
り
出
し

方
法
が
よ
く
分
る
。
千
二
百
年
の
締
し
で
も
斯
様
に
し
て

各
部
の
割
合
を
き
め
た
も
の
ε
見
え
る
。
　
　
　
　
　
，

　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
雲
斗
は
雲
肘
木
ご
同
機
飛
鳥
時
代
に
限
る
の
で
、
雲
肘

木
の
用
ひ
て
あ
る
建
築
に
は
皆
あ
る
、
第
十
二
圓
の
㊥
は

法
隆
寺
金
堂
の
例
。
同
圖
の
⑳
郎
ち
槻
菩
提
寺
本
堂
臨

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
㎜
五
〇
　
（
二
七
四
）

掴鰯

J
轡
願
望
）
に
用
ひ
あ
れ
て
居
る
纏
の
尾
の
楼
な
異
形
の

潮
も
あ
る
が
、
名
の
っ
け
機
が
無
い
か
ら
假
に
花
肘
木
に

倣
っ
て
「
花
斗
」
こ
し
て
お
く
が
、
此
れ
等
は
雲
斗
の
一
種

こ
す
る
の
は
穏
か
で
な
い
、
且
つ
雲
斗
か
ら
憂
化
し
た
も

の
ε
は
患
は
れ
な
い
、
寧
ろ
第
十
三
圖
の
左
下
に
掲
げ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス

延
暦
寺
交
殊
楼
の
上
履
の
斗
の
方
が
雲
斗
の
一
種
ご
見
ら

れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ニ
ト

　
菊
斗
　
普
通
鬼
斗
ご
い
ふ
。
角
肘
木
の
上
に
他
の
斗
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス

同
じ
見
蓮
し
に
な
る
様
に
特
別
の
形
に
作
ら
れ
た
る
斗
で

　
　
　
　
　
　
　
ス
モ
ユ
キ

　
　
　
ス
ミ
ヒ
ヂ
キ

あ
る
。
隅
肘
木
は
博
才
（
即
ち
四
十
五
度
）
に
幽
て
居
嘉
ら
、
普
通

　
マ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス

の
斗
で
あ
っ
た
ら
、
他
の
斗
の
面
ビ
見
通
し
に
は
な
ら
す

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
グ
リ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

し
て
4
5
に
な
る
、
故
に
斗
繰
を
特
別
の
形
に
作
っ
て
妨
に

な
る
の
を
終
る
、
飛
鳥
及
び
奈
良
前
期
で
は
未
だ
斯
様
な

う
ま
い
考
へ
は
出
な
か
っ
た
が
、
奈
良
後
期
に
於
い
て
初

め
て
用
ひ
ら
れ
、
今
日
に
至
る
迄
で
此
れ
以
上
の
工
風
は

つ
か
な
い
ご
見
え
て
矢
張
同
じ
も
の
を
用
ひ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ト

　
第
十
四
圏
の
の
）
は
唐
招
提
寺
金
堂
の
菊
斗
で
あ
る
が
、



．
鎌
倉
末
頃
か
ら
四
隅
が
漸
次
下
に
降
り
遽
に
四
隅
に
十
一

　
つ
づ
、
の
小
正
方
形
が
田
面
る
標
に
な
る
。
①
は
江
戸
時

代
の
夫
れ
で
相
不
墾
木
割
で
行
く
、
帥
ち
高
さ
は
総
巾
の

1
百
、
四
隅
の
下
端
の
小
正
方
形
は
一
雨
の
工
1
0
だ
か
ら

了
度
総
巾
の
一
割
づ
・
、
郎
ち
其
面
積
は
総
面
積
の
⊥
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
バ
ラ

’
こ
な
る
。
術
ほ
芽
繰
ビ
側
冠
を
境
し
中
央
で
「
茨
」
∩
蕊
℃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ク
ミ

を
な
せ
る
曲
線
の
最
高
部
ゑ
食
（
肘
木
が
斗
に
入
る
丈
け
の
凹
所
）
下
端
こ

　
の
聞
は
高
さ
の
1
了
部
ち
領
巾
の
よ
1
0
で
あ
る
、
つ
ま
ウ

巾
の
罰
に
背
が
低
く
過
ぎ
る
か
ら
、
唐
招
提
寺
の
こ
比
較

し
て
見
る
と
随
分
の
差
が
あ
る
。

　
古
代
に
建
て
ら
れ
た
一
宇
の
堂
叉
は
一
基
の
塔
等
に
用

ひ
て
あ
る
総
て
の
斗
を
よ
く
調
べ
る
ご
、
一
つ
ざ
し
て
同

じ
の
が
な
い
ご
言
っ
て
も
い
、
位
形
が
勘
違
ふ
、
高
さ
も

巾
さ
も
悪
心
の
曲
線
も
皆
違
ふ
、
遇
ま
大
さ
が
等
し
い
ご

思
ふ
と
斗
繰
の
高
さ
に
差
が
あ
る
、
叉
斗
繰
の
曲
線
も
前

後
異
b
左
右
同
じ
か
ら
す
ご
い
ふ
有
様
で
あ
る
Q
か
う
い

　
，
㌔
工
合
に
皆
異
な
っ
て
居
て
も
、
元
來
勲
等
は
手
に
三
つ

　
　
　
鑛
正
餐
、
　
研
究
の
栞
　
　
9
本
宵
建
築
研
究
の
栞

て
一
つ
一
つ
比
較
し
て
見
る
も
の
で
は
な
い
上
に
、
一
つ

の
建
物
に
用
ひ
て
あ
る
総
て
の
斗
は
意
味
が
同
じ
で
あ
る

か
ら
、
皆
同
一
に
見
え
秘
互
の
僅
か
の
差
等
は
分
る
も
の

で
な
い
、
下
命
の
高
さ
や
曲
線
の
僅
か
の
差
の
如
き
小
事

は
顧
慮
す
る
必
要
が
な
い
、
つ
ま
り
大
膿
さ
へ
似
て
居
れ

ば
建
物
全
艦
ご
し
て
よ
く
見
え
る
か
ら
夫
れ
で
充
分
で
あ

る
の
み
な
ら
す
、
反
て
氣
の
つ
か
な
い
微
妙
の
闘
に
憂
化

が
あ
っ
て
よ
く
見
え
る
の
で
あ
る
Q
斯
檬
な
の
は
斗
に
限

っ
た
事
で
は
な
く
、
軒
先
の
屍
の
文
標
等
に
も
あ
る
、
甚

だ
し
い
の
は
五
重
塔
の
様
な
四
角
な
建
築
で
、
四
方
の
斗

の
数
が
異
っ
て
み
る
が
、
鳴
れ
で
も
決
し
て
言
は
れ
て
数

へ
て
見
る
迄
は
氣
が
つ
く
も
の
で
な
い
。
然
る
に
近
世
に

な
っ
て
か
ら
木
割
法
な
ご
＼
定
め
て
し
ま
っ
た
の
で
、
斗

も
肘
木
も
全
く
同
一
で
何
れ
も
皆
鋳
型
に
入
れ
て
造
っ
た

様
に
な
り
、
綺
麗
な
事
は
π
し
か
だ
が
除
り
き
ま
り
過
て

面
急
く
な
い
。

　
三
斗
換
の
種
類

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
五
一
　
（
二
七
薫
「
）



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
霊
の
栞
　
　
厚
木
古
麺
築
研
究
の
栗

　
　
ウ
フ
ナ
ビ
ヂ
キ
　
　
　
ラ
ダ
イ
ト
　
ヒ
デ
キ
　
　
　
　
ミ
ツ
ド
　
　
　
ラ
デ
　
ノ
ミ
　
　
ラ

　
　
ィ
舟
贋
木
。
・
大
斗
肘
木
Q
ハ
三
斗
。
二
南
陽
。
ホ

　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
フ
タ
テ
　
サ
キ
　
　
ラ
ミ
　
デ
　
サ
キ

　
　
輔
一
手
ル
兀
Q
へ
｝
二
手
船
引
・
：
：
・
：
・

右
の
蓮
り
で
、
三
手
先
以
下
六
手
先
迄
は
實
例
が
あ
る
。

建
物
の
構
造
形
式
を
記
載
す
る
場
舎
に
は
「
藩
翰
か
ら
標

三
斗
組
」
又
は
「
斗
撲
和
楼
三
手
先
」
等
の
文
宇
が
常
に
用

ひ
ら
れ
る
、
此
等
の
意
味
が
分
ら
な
い
ご
研
究
王
支
障
が

あ
る
か
ら
以
下
順
に
説
明
を
す
る
。

　
　
み
　
ゆ
　
の

　
舟
肘
木
Q
斗
撲
の
最
も
簡
畢
な
も
の
で
、
た
や
柱
の
上

　
に
肘
木
を
乗
せ
た
丈
け
で
斗
は
一
つ
も
な
く
、
其
肘
木
で

液
に
土
の
桁
を
受
け
て
居
る
。
第
十
八
圏
の
θ
は
李
安
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ワ
サ
ハ
シ
ラ

代
後
期
に
類
す
る
富
貴
寺
大
堂
の
側
柱
（
建
物
の
四
周
の
柱
な
か
く
い
ふ
）
の

。
王
部
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
む
の
で
、
私
の
知
っ
て
居
る
最

古
の
實
例
で
あ
る
。
舟
肘
木
に
限
っ
て
必
ず
「
和
論
じ
に
な

　
っ
て
居
る
、
こ
れ
が
「
か
ら
楼
」
に
な
っ
て
居
た
ら
不
恰
好

　
で
見
ら
れ
だ
も
の
で
な
い
。

　
　
の
　
の
　
の
　
の

　
大
斗
肘
木
。
第
十
二
圖
の
⑫
に
圖
が
あ
る
、
部
ち
室
生

寺
金
堂
の
誉
れ
。
此
は
つ
ま
り
舟
肘
木
の
一
つ
込
み
入
つ

　
　
　
　
　
　
　
蜥
購
二
　
號
　
　
　
一
五
二
　
　
（
二
七
論
ハ
）

た
も
の
で
、
柱
の
上
に
大
斗
を
概
き
其
上
に
肘
木
を
の
せ

そ
し
て
桁
を
支
へ
て
居
る
の
で
あ
る
G
此
標
式
は
既
に
法

隆
寺
製
法
掌
同
食
毒
新
学
等
本
書
撫
市
辱
奈
良
時

代
後
期
の
．
建
築
に
盛
に
用
ひ
ら
れ
て
あ
る
か
ら
、
現
存
の

實
例
か
ら
い
ふ
ご
反
て
舟
肘
木
の
方
が
新
ら
し
い
。

　
の
　
の

　
三
斗
」
第
十
二
圏
の
θ
Y
⑧
・
㊨
・
㊥
の
標
な
組
み
方
で

圏
に
明
ら
か
な
蓮
り
大
斗
肘
木
の
肘
木
の
上
に
三
つ
小
さ

な
斗
を
蚊
べ
、
其
三
つ
の
斗
で
㊨
の
様
に
颪
に
桁
を
支
へ

る
か
、
又
は
⑳
・
㊤
の
如
く
三
つ
の
斗
の
上
に
更
に
實
肘

木
を
置
き
、
夫
れ
で
桁
を
支
へ
だ
も
の
で
あ
る
。
三
斗
組

の
最
古
の
實
例
は
法
隆
寺
斎
院
歩
廊
及
金
堂
内
陣
の
斗
換

に
於
い
て
見
る
事
が
毘
照
る
◎

　
の
　
ゆ

　
出
組
。
三
斗
組
の
申
央
の
巻
斗
か
ら
直
角
に
肘
木
が
出

て
、
共
端
に
斗
が
乗
り
、
此
出
た
斗
の
土
に
更
に
三
斗
紐

一
具
を
置
き
、
其
出
た
三
斗
で
上
の
桁
を
早
く
る
も
の
、

第
十
八
圃
の
㊤
に
唐
招
提
寺
艶
聞
の
出
組
が
あ
る
。

　
ゆ
　
　
　
ゆ

　
二
手
先
　
出
紐
の
も
一
つ
出
た
も
の
、
つ
ま
り
枯
直
上



ノ 面
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唐
描
提
寺

　
　
嫉
撫

　
㊤

尾
鞭

ソ｛校

内
　
δ

鼻
面

丸 揖

長野脳十懸量目廊事

　安樂寺八畑型塔
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正
面

筒
㌣

㊨
JVto》如く斗課貝竃富オ番匝Oと「言右組」〔つめ｛み♪という，

第
五
巻
　
　
研
究
の
葉
　
　
賛
本
甲
建
築
研
究
の
栞

　
の
監
置
を
勘
定
に
入
れ
な
い
で
、
其

　
次
か
ら
桁
を
支
へ
る
斗
組
迄
曲
敷
へ
て

　
幾
手
先
こ
い
ふ
、
だ
か
ら
一
つ
臼
の

　
斗
組
で
桁
を
受
け
て
居
れ
ば
一
手
先

　
師
ち
出
組
で
、
二
つ
目
な
ら
二
手
先

（第
¥
八
瑚
の
⑳
に
江
戸
噂
代
二
手
先
の
正
嘉
翫
あ
q
）
、
三
つ
目
の
時

　
は
三
手
先
…
…
…
で
あ
る
、
だ
か
ら

　
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ

　
　
三
手
先
　
は
二
手
先
の
も
一
つ
出

だ
も
の
で
あ
る
（
第
十
八
岡
⑪
㊧
）
。
奈
良
時
代

　
の
大
建
築
は
大
概
三
手
先
で
あ
っ
て

　
此
…
以
上
複
…
雑
な
斗
組
は
未
だ
知
ら
れ

　
な
か
つ
だ
の
で
あ
る
、
創
立
當
時
の

　
東
大
寺
大
三
殿
で
も
三
手
先
を
用
ひ

だ
（
信
貴
山
線
起
絶
巻
に
治
承
焼
失
以
前
の
大
佛
殿
の
圖
が
あ
る
か
ら
夫
為
見
れ
ば
分
る
）

　
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
　
の
　
　
　
ゆ

　
　
四
手
先
。
多
寳
塔
の
回
暦
の
斗
供

　
は
殆
ん
ご
総
て
の
場
合
に
四
手
先
9
「

第
二
號
　
　
　
一
五
三
　
（
二
七
七
）



　
　
　
第
五
谷
　
　
研
究
の
粟
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

古
い
ご
こ
ろ
で
は
高
野
の
金
剛
三
昧
院
の
も
石
山
寺
の
も

多
寡
さ
う
で
あ
る
、
尤
も
鎌
倉
以
前
の
・
空
説
塔
は
遺
物
が

な
い
か
ら
確
言
は
出
家
な
い
が
、
既
に
李
安
前
期
に
於
い

て
初
め
て
多
寳
塔
ご
名
づ
く
る
様
式
の
建
築
が
支
那
か
ら

性
比
さ
れ
た
の
を
見
る
ご
、
あ
の
深
い
軒
を
支
へ
る
爲
め

に
は
四
手
先
で
な
く
て
は
納
b
が
っ
か
な
か
っ
た
ら
う
、

果
し
て
然
ら
ば
四
手
先
は
此
時
代
に
初
ま
っ
た
こ
言
へ
る

第
十
入
圖
の
㊨
に
智
恩
寺
多
愈
愈
（
嫌
嚇
肺
真
鴨
嚇
撫
辮
唯
識
惇

胴
淋
楽
譜
年
）
）
の
上
履
の
四
手
先
の
圖
が
あ
る
。

ぼ
レ
ゆ
　
の
　
ゆ

　
五
手
先
の
實
例
は
総
て
の
多
寳
塔
の
上
部
の
一
部
に
あ

る
が
、
…
つ
の
建
築
が
全
部
五
手
先
に
な
っ
て
み
る
の
が

有
る
か
無
い
か
知
ら
な
い
。
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　

　
⊥
ハ
手
先
。
｝
此
は
東
大
寺
南
…
大
門
に
用
…
ひ
て
あ
る
、
此
㎝
門

は
五
間
三
戸
重
履
で
斗
撲
は
上
下
層
ご
も
六
手
先
、
第
十

入
管
の
⑳
は
下
前
斗
組
の
正
側
面
で
あ
ざ
。
創
立
は
奈
良

時
代
で
あ
る
か
ら
三
手
先
で
あ
っ
た
ら
う
が
、
今
の
は
正

治
二
年
再
建
の
も
の
で
、
醍
醐
寺
経
藏
ご
共
に
鎌
倉
時
代

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
五
四
　
（
二
七
八
）

の
「
天
竺
様
」
の
好
例
で
め
る
、
「
天
竺
檬
」
の
都
合
の
い
、

黙
は
、
挿
肘
木
を
重
ね
手
先
を
増
し
て
深
い
軒
を
樂
を
支

へ
得
る
に
あ
る
。

　
斗
は
普
通
木
口
を
横
に
向
け
て
お
く
か
ら
、
馬
寮
か
ら

は
木
口
は
箆
え
な
い
の
で
あ
る
、
然
る
に
古
い
時
代
に
は

コ
　
グ
チ
マ
ス

「
木
口
斗
」
こ
い
っ
て
、
形
は
普
通
の
斗
も
少
し
も
墾
ら
な

い
が
、
た
い
木
口
を
外
に
向
け
た
斗
を
用
ひ
た
、
だ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ク
ミ

少
し
古
く
な
る
ご
建
物
の
歪
の
留
め
に
含
の
爾
側
の
出

セ
所
が
か
け
て
し
ま
う
．
、
木
口
斗
は
三
月
堂
の
後
年
部

（鎌

泊
ｦ
ち
溜
愛
で
に
な
い
）
に
あ
る
か
ら
、
奈
良
時
代
後
期
迄

此
の
手
法
が
行
は
れ
た
事
が
分
る
。
併
し
此
種
は
無
論
破

損
し
易
く
も
あ
る
し
、
見
た
こ
こ
ろ
も
除
り
よ
く
は
な
い

か
ら
、
此
後
は
全
く
な
く
な
っ
て
了
っ
た
ら
し
い
。

第
＋
二
圓
の
⑳
・
第
＋
三
障
の
浄
土
寺
入
貢
舞
殿
（
漣

陀
番
Y
不
退
寺
南
門
（
祐
）
の
・
様
に
、
肘
木
の
上
に
普
池
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
タ
　
　
ド

つ
あ
る
べ
き
斗
が
二
つ
外
な
い
の
を
「
ニ
ッ
斗
」
ご
呼
ぶ
、

か
ら
楼
肘
木
に
「
ニ
ッ
斗
」
を
用
ひ
た
例
は
京
都
市
で
は
一



寸
思
ひ
出
せ
な
い
が
、
丹
後
智
恩
寺
多
元
塔
・
奈
良
東
大

寺
大
湯
屋
・
大
和
吉
野
京
王
堂
楼
門
・
河
内
観
心
寺
本
堂
・

播
磨
鶴
林
寺
本
堂
等
に
あ
る
。

　
夫
れ
か
ら
斗
組
に
「
あ
ま
組
』
、
つ
め
維
」
こ
い
ふ
の
が
あ

る
Q
「
あ
ま
紅
」
の
一
例
は
第
十
八
圖
の
㊤
に
示
し
た
や
う

な
の
で
、
つ
ま
り
普
通
の
三
斗
組
か
ら
肘
木
が
直
角
に
撮

　
　
　
　
　
　
サ
ネ
ヒ
ヂ
キ

て
、
其
先
端
に
實
肘
木
を
含
め
る
憲
斗
が
一
つ
乗
b
、
其

サ
ネ
ヒ
ヂ
キ

實
肘
木
で
桁
を
支
ふ
る
も
の
。
「
つ
め
組
」
ご
は
組
み
方
を

い
ふ
の
で
は
な
く
て
、
同
圓
㊤
の
機
に
斗
組
を
密
接
し
て

並
べ
た
も
の
を
い
ふ
の
で
あ
る
。

　
「
二
つ
聞
し
も
「
つ
め
組
」
も
鎌
倉
以
前
に
は
決
し
て
な
い

式
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
膏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膏

　
　
　
　
赫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赫

　
以
上
で
賂
ぼ
斗
組
に
撃
て
の
説
明
を
了
つ
た
っ
も
り
で

あ
る
。
此
の
上
は
實
物
に
就
て
よ
く
研
究
を
し
て
、
時
代

に
よ
っ
て
異
る
形
式
の
遜
化
を
會
得
す
る
ご
、
斗
一
つ
あ

み
て
も
肘
木
一
本
で
も
凡
そ
其
時
代
を
推
定
し
得
る
に
到

　
　
　
箪
五
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
吉
建
築
研
究
の
栞

る
の
で
あ
御
。

　
絡
り
に
京
都
市
若
く
は
其
附
近
に
在
る
和
姦
・
か
ら
楼
・

天
竺
様
の
建
築
二
三
を
畢
げ
て
お
く
。

　
　
B
　
　
　
滅
灰

　
　
零

　
　
　
　
　
奉

　
八
変
乱
耽
本
殿
・
知
恩
院
本
堂
・
仁
和
寺
御
影
堂
・
醍
醐

　
寺
五
重
塔
・
法
界
寺
阿
彌
陀
堂
・
李
等
院
鳳
嵐
堂
Q

　
　
も
　
　
　
　
　
ぬ
ロ
ヒ

　
　
カ
ら
叡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ッ
ト
　

　
東
瀟
寺
東
司
・
相
國
寺
法
堂
・
大
徳
寺
法
堂
・
妙
心
寺
佛

　
殿
・
酬
恩
庵
本
堂
（
綴
喜
郡
田
邊
町
大
字
薪
所
在
）
。

　
　
天
竺
楼

　
敷
王
護
國
寺
金
堂
（
下
磨
の
斗
換
の
み
天
盤
様
に
し
て
上
癬
ば
然
ら
す
）
醜
醐
寺
経
藏
・

　
東
大
寺
南
大
門
（
膝
Y
同
大
三
殿
（
蘭
鰭
働
拝
法
Y
浮
土
垂
幕

土
掌
同
糞
鍵
雛
蟻
糊
麟

　
束
編
寺
藏
〔
大
憲
諸
山
之
圖
〕
ハ
総
）
は
聖
一
國
二
丁
來
ご

傳
へ
、
支
那
の
寺
の
李
面
・
断
面
又
は
器
具
其
他
の
圖
が

澤
山
に
あ
る
、
尤
も
昔
し
か
い
π
の
だ
か
ら
極
め
て
幼
稚

な
見
取
圖
で
あ
る
が
、
か
ら
標
博
多
伽
藍
の
平
面
だ
の
、

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
五
五
　
（
二
七
九
）



第
五
巷
　
　
翻
　
介
　
　
岡

磐

天
竺
機
の
挿
肘
木
を
用
ひ
た
「
鼓
藁
」
だ
の
、
太
い
虹
梁
を

細
い
挿
肘
木
の
鼻
へ
一
つ
斗
を
嘆
い
て
趨
れ
で
う
け
て
居

る
の
だ
の
、
種
々
の
織
が
あ
る
、
此
れ
を
見
る
ε
「
か
ら

楼
」
・
「
天
竺
機
」
な
ざ
が
鎌
倉
時
代
に
流
行
し
だ
し
た
の
は

動
何
に
も
宋
の
影
響
だ
こ
い
ふ
事
が
分
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
九
年
ニ
ー
5
二
・
γ
日
H
稿
f
）

紹

介
ー

　
　
　
　
讃
嘆
　
書

　
　
　
　
＠
　
⑧
　
⑧
　
燈
　
⑩
　
⑱
　
㊥

　
　
醗
満
蒙
叢
書
舞
二
冊
唖

　
弟
一
二
為
纏
憂
し
て
臼
北
三
鹿
志
の
娃
餓
か
屈
む
ろ
ミ
共
に
、
明
の
金
幼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

孜
の
署
に
係
り
成
蔵
の
縫
鞍
征
伐
に
雁
從
ぜ
し
時
の
詑
錐
着
る
牝
征
錐
σ
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
同
じ
く
天
皇
の
響
耳
語
、
馬
吟
王
難
な
征
繊
鷲
し
絶
行
な
る
ヒ
従
後
患
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

明
の
楊
榮
が
成
紐
に
随
ひ
て
阿
魯
台
な
討
伐
ぜ
し
粗
行
な
る
北
征
記
。
明
の

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

畜
旗
の
瀬
伏
戎
紀
事
、
識
価
の
哺
蔽
士
奇
が
蜘
軸
旗
に
融
随
行
し
て
薩
晶
隷
漉
化
州
へ
拙
仕
來

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

ゼ
し
始
末
な
錐
翻
し
松
亭
行
紀
。
及
同
じ
く
麗
薄
し
て
内
蒙
古
へ
往
來
ぜ
し

紀
行
な
泰
震
勢
蓼
張
鵬
の
三
三
蜘
”
総
響
蓼
餐
琳

、
　
、
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

塞
碧
略
。
浩
の
般
曲
行
の
匹
征
紀
略
。
浩
…
の
苑
日
東
の
從
藤
艶
略
、
浩
の
費

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

繋
の
奉
使
三
音
諾
彦
記
野
草
、
塞
上
吟
、
同
じ
く
憲
鏡
の
張
家
事
至
島
雛
撚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
二
　
舗
伽
　
　
　
一
五
ゐ
ハ
　
（
二
入
○
）

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

郵
亭
け
竹
綻
詞
准
牧
・
む
、
山
小
口
又
覧
胃
目
皿
ハ
十
⊥
ハ
胃
最
、
　
一
転
…
題
儲
μ
文
學
博
士
差
口
藤
湖
南
甲

氏
の
筆
に
成
り
満
蒙
研
究
の
二
野
亡
し
て
由
贋
く
江
湖
に
渤
む
べ
・
寺
軋
の
な

り
G

　
　
　
　
の
　
　
　
ゆ
　
　
　
の
　
　
　
ゆ

　
　
鯉
安
　
瀧
　
逸
　
史
　
　
　
　
　
　
　
　
二
大
均
撰

　
本
響
ほ
明
末
の
永
明
王
の
事
蹟
に
就
い
て
認
蓮
．
ゼ
る
も
の
に
し
て
、
王
が

永
暦
六
年
に
安
隆
に
駝
ろ
や
著
者
屈
大
蜘
．
艮
、
番
揚
即
ち
廣
東
の
人
に
し
て

偶
婁
に
雀
り
し
よ
り
菩
く
二
物
の
事
情
為
知
り
共
の
見
聞
す
る
班
な
認
し
司

り
、
永
明
王
の
聯
猛
た
沁
む
定
す
る
者
に
王
船
山
の
永
贋
實
鋒
ミ
典
に
是
非

比
軽
一
讃
す
べ
き
な
り
O

　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ぼ
　
の
　
の
　
ゆ
　
な

　
　
翻
玉
漢
生
年
譜
一
日
　
　
　
　
　
　
　
張
釆
田
編

　
本
書
は
奥
微
の
著
者
張
釆
田
が
唐
の
詩
人
李
義
山
の
爲
に
編
ぜ
し
年
譜
な

り
博
引
労
謹
、
能
く
詫
ハ
の
元
和
七
年
勅
歳
よ
り
大
申
十
二
年
四
十
七
歳
に
至

る
間
の
事
蹟
為
論
誰
し
た
れ
ば
李
義
山
の
猛
涯
を
知
ら
む
ミ
欲
す
る
者
に
に

忘
ろ
べ
か
ら
ざ
る
善
本
ぜ
謂
ふ
べ
し
。

　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の

　
　
醗
專
誌
徴
存
　
　
　
羅
振
三
校
錐

　
本
書
ほ
漢
、
魏
、
晋
、
夏
、
北
魏
、
束
魏
、
齊
、
周
、
晴
、
唐
、
宋
、
時

代
の
古
画
入
十
一
癒
に
就
て
｝
…
其
の
寸
尺
為
測
り
並
に
婁
の
銘
丈
な
精
工

記
載
し
六
る
も
の
な
り
O

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
ゆ
　
　
の

　
　
囎
野
州
城
甑
録
　
　
　
　
　
郷
振
玉
肥

　
楚
洲
、
准
意
業
、
武
鋒
軍
、
鎭
負
軍
、
准
東
簿
蓮
司
、
建
康
聖
楽
司
等
の

敷
丈
な
牧
む

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
ゆ
　
　
　
　

　
　
鱒
沸
騰
專
録
　
　
　
羅
振
玉
校
録

本
警
ば
生
澄
し
て
故
端
方
氏
所
臓
の
古
轍
拓
本
な
以
て
編
輯
ゼ
し
強
堅
に


